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【平成２０年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 
当初計画に挙げた３つの課題に対して、問題点を明確にし、妊娠中毒症モデルマウスを有効に活用す

ることによって、それぞれの問題点を着実に解決し高い成果をあげている。またマイクロアレイと組み

合わせた生体内における生理機能解析法の確立や APJ 受容体に対するリガンドの探索など今後の発展

に必要なツールも揃えており、今後も発展が期待できる。質の高い雑誌にも複数掲載されており積極的

な公表にもよく務めている。臨床的に重要な課題であるので、今後は関連領域の研究者とも連携して臨

床応用を視野に入れた研究の進展を期待する。 
 
 
【平成２２年度 検証結果】 
研究進捗評価結果どおりの成果が達成された。 

  


